
令和元年度第１回 

大阪府市地方独立行政法人大阪健康安全基盤研究所評価委員会  

議事要旨 

 

１ 日 時  令和元年７月３０日（火）1５時０0分～1７時００分 

 

２ 場 所  地方独立行政法人大阪健康安全基盤研究所天王寺センター２階大会議室 

 

３ 出席者  田中委員長、大嶽委員、芝原委員、土屋委員、松浦委員 

 

４ 議 事 

（１）委員長の選出について 
田中委員を委員長に推挙する意見が委員から出され、田中委員が当該委員会の委員長に決定 
された。 

 
（２）平成３０事業年度の業務実績に関する評価について 

  ・ 平成３０事業年度の業務実績について法人より説明を行った後、質疑応答が行われた。 
  ・ 次に平成３０事業年度の業務実績に関する知事の評価（素案）について、事務局より説明を

行った後、審議が行われた。 
  ・ 今年度の評価に係る意見は無かったが、次年度以降の法人運営において参考とされたい意見

については、以下のとおりである。 
 
 ＜主な意見＞ 
①施設一元化に伴う統合効果の発揮について 
一元化施設の整備に伴い早期に統合効果を発揮することができるよう、検査業務、組織、予
算の統合など、ソフト面での先行的な取組みを加速されたい。また、設立団体においては、大
阪健康安全基盤研究所が地方独立行政法人のメリットが活かせるよう、運営費交付金の弾力化
を進め、交付金を一括して法人の裁量により運用できるよう、早期に適切に対処されたい。 
 
②財務書類等の活用について 
健全な法人運営を実施するために、財務書類等を適切に作成・分析することで予算や財務に
関する課題を把握し、予算編成等に活用されたい。 
 
③目的積立金制度の運用について 
職員のモチベーションを向上し、法人の経営努力を促進することができるよう、目的積立金
制度の運用には十分配慮されたい。 

 
④西日本の中核的な地方衛生研究所の実現に向けて 
引き続き、西日本の中核的な地方衛生研究所となることをめざし、地方独立行政法人として
の自主性や機動性を発揮して、産業界等を対象とする研修事業、積極的な情報発信など、対外
的な業務の拡大を図られたい。また、設立団体においても、法人のこうした積極的な取組みを
支援されたい。 

 
⑤組織面での統合効果の向上について 
施設一元化に合わせ、組織面での統合効果をさらに高めるため、今後の組織のあり方を見据
えながら、多様な手法による人材確保・育成並びに適材適所の人事運用、柔軟な人事制度の確
立、組織文化の醸成など、人的資源を最大限に発揮できる仕組みづくりとその活用に取り組ま
れたい。 

 
（３）その他 
・ 平成３０年度決算概要について法人より説明を行った後、質疑応答が行われた。 

以上 


